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オンライン（Zoom）
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大学コンソーシアムの 再考と再興
～ニューノーマル時代に大学コンソーシアムが切り拓く可能性とは～

開催
日時

会場

テーマ

開 催 趣 旨
国の「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」において、大学は地域連携プラット

フォームを通じた積極的な改革が求められており、さらには今般のコロナ禍により私たちの
生活が新技術を主体としたニューノーマルへと移行しつつあるなか、大学においてもウィズ（ア
フター）コロナを見据えた新しい在り方が求められています。

一方、大学コンソーシアムはこれまで大学連携組織として産官との連携のもと、その地域
ならではの課題解決や地域の活性・発展を目指し、その特色を生かしながら様々な活動を進
めてきましたが、このような大学の大変革時代において、同様に新たな局面を迎えています。　　

今回のフォーラムでは、こうした時代の大きな変化を受けて、今だからこそ大学コンソー
シアムが成し得ることや切り拓くことのできる可能性について焦点を当て、大学コンソーシ
アムの存在意義やその価値を改めて考える機会とします。

共　催： 全国大学コンソーシアム協議会、特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪、 
公益財団法人 大学コンソーシアム京都

後　援： 文部科学省、一般社団法人国立大学協会、一般社団法人公立大学協会、 
一般社団法人日本私立大学連盟、日本私立大学協会、全国公立短期大学協会、 
日本私立短期大学協会、全国知事会、朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞社、 
日本経済新聞社大阪本社、一般社団法人共同通信社、大阪府、大阪市、大阪商工会議所

第18回



スケジュール

【 第 1 部 】
時　間 内　容

9：30 ～ 開　場　

10：00 ～ 10：10

● 開会・挨拶
・川野  祐二 氏（全国大学コンソーシアム協議会  代表幹事）
・細井  美彦 氏（特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪  理事長）
全体司会　大澤  茂男 氏（特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪  理事）

10：10 ～ 11：10
● 基調講演

「マネジメント改革による大学運営の再考と再興」
大石  利光 氏（学校法人大阪電気通信大学  理事長・学長）

11：10 ～ 11：20 休　憩

11：20 ～ 12：20

● シンポジウム　
「産・官・学におけるそれぞれの連携取組の現状と今後求められること」

＜シンポジスト＞
　・大石  利光 氏（上掲）
　・矢田  昌己 氏（大阪府政策企画部企画室推進課  課長）
　・東  潤一 氏（大阪商工会議所  産業部  ライフサイエンス・スポーツ産業振興担当課長）

＜コーディネーター＞
　・久  隆浩 氏（近畿大学  総合社会学部  教授）

～ 12：30 ● 閉　会

【 第 2 部 】
時間帯 内　容

12：30 ～ 13：30 ● ポスターセッション コアタイム（特設サイトにて）　   特設WEB

13：00 ～ 開　場（分科会）

13：30 ～ 15：30

● 分科会　

第 1 分科会： 大学コンソーシアムにおける FD・SD 事業の検証と今後に向けて 
～大学改革の中で今後求められる FD・SD を考える～ 

（担当：特定非営利活動法人 南大阪地域大学コンソーシアム）

第 2 分科会： 大学コンソーシアム発のインターンシップ ～京都の事例から～ 
（担当：公益財団法人 大学コンソーシアム京都）

第 3 分科会： 10 年後の姿から見るキャリア教育の在り方 
～コロナ禍の新しい教育実践を未来に繋げる～ 

（担当：特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪）

第 4 分科会： 大学コンソーシアムの活動・組織の再考 
～ニューノーマル時代の大学・地域の発展のためのより良い 
連携の在り方と組織のかたちを考える～ 第 3 弾 

（担当：全国大学コンソーシアム協議会 運営委員会）



プログラム概要

【 第 1 部 】
● 基調講演　

「マネジメント改革による大学運営の再考と再興」
大石  利光 氏（学校法人大阪電気通信大学  理事長・学長）

【 第 2 部 】
● WEB ポスターセッション コアタイム　   特設WEB

各大学コンソーシアムの Zoom によるポスター発表を予定しています。
また、各大学コンソーシアムの活動について特設サイトよりご覧いただけます。

● シンポジウム　

「産・官・学におけるそれぞれの連携取組の現状と今後求められること」

概　要
国の「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」
には、大学のマネジメント機能や経営力を強化させるこ
とが必要であると記載されています。大学のマネジメン
ト機能の強化とは、組織を強くすることだと考えていま
す。また、経営とは、理想と現実のギャップを埋めてい
くための営みであると考えています。企業経営者の経験
を踏まえ、企業経営と大学経営との違いについて、独自
の視点で講演します。また、理事長・学長の立場で実行
している大学改革、大学経営人材の育成について、組織
マネジメントの視点から講演します。

講演者略歴
2003 年コナミスポーツライフ株式会社 代表取締役社
長、2005 年コナミスポーツ株式会社代表取締役執行役
員社長、2006 年コンビウエルネス株式会社代表取締役
社長（兼務）、2007 年コナミ株式会社執行役員健康サー
ビス事業担当。2010 年からは大阪電気通信大学医療福
祉工学部健康スポーツ科学科教授。2016 年大阪電気通
信大学学長、2018 年学校法人大阪電気通信大学理事長、
現在、理事長と学長を務める。

概　要
ここでは、「産・官・学におけるそれぞれの連携取組の
現状と今後求められること」をテーマに、産・官・学そ
れぞれで行われている連携活動の紹介、またコロナ禍に
よる活動状況の変化等について共有しながら、今後大学
や大学コンソーシアムとの連携で課題と思われることや
今後の連携への期待についてともに考えます。

コーディネーター

久  隆浩 氏（近畿大学  総合社会学部  教授）

1958 年、高知県生まれ、大阪育ち。1986 年大阪大学
大学院工学研究科環境工学専攻博士後期課程修了。工学
博士。財団法人 21 世紀ひようご創造協会主任研究員、
大阪大学助手、近畿大学理工学部助教授・教授を経て、
2010 年より現職。大学コンソーシアム大阪企画・運営
委員会委員長・地域連携部会推進委員会委員長を務める。
もともと都市計画が専門だが、近年はさまざまな分野の
まちづくり活動・市民活動の支援をおこなっている。主
な著書に『都市・まちづくり学入門』『都市構造と都市
政策』『21 世紀の都市像』などがある。

シンポジスト①

大石  利光 氏（学校法人大阪電気通信大学  理事長・学長）

上掲のとおり

シンポジスト②

矢田  昌己 氏（大阪府政策企画部企画室推進課  課長）

昭和 62 年大阪府に入庁し、その後、財務部財政課課長
補佐、政策企画部空港課参事を経て、令和 3 年度より政
策企画部企画室推進課課長に就任。大阪府企画室推進課
では、大学連携に関する取組みのほか、SDGs の推進、
重要政策などを対象に民間のマーケティング・リサーチ
の手法を活用した政策立案支援、経済対策や府政運営の
基本方針の立案などを担当している。

シンポジスト③

東  潤一 氏
2000 年大阪商工会議所入所。産業部において、国内外
のベンチャー企業支援、産学・医工連携を通じた、情報
通信・ライフサイエンス等の産業振興事業に従事。2010
年シンガポール日本商工会議所事務局長として、シンガ
ポールに駐在。現地に拠点を置く日本企業の支援、シン
ガポール政府への建議・要望を通じた事業環境の整備な
どを行う。2014 年帰任後、ライフサイエンス、スポー
ツ産業振興に再び携わる。現在に至る。

特設サイトは8月オープン予定

（ 大阪商工会議所  産業部   
ライフサイエンス・スポーツ産業振興担当課長）



● 分科会　

第 1 分科会 ＜特定非営利活動法人 南大阪地域大学コンソーシアム＞
大学コンソーシアムにおける FD・SD 事業の検証と今後に向けて 
～大学改革の中で今後求められる FD・SD を考える～

FD・SD 事業は、大学連携組織として効果的な取組の１つ
と考えられており、多くの大学コンソーシアムで設立当初
から取り組まれてきた事業の１つです。一方、グランドデ
ザイン答申や教育マネジメント指針においても、IR と並び、
FD・SD が大学教育改革の基盤として機能することが求め
られているなど、その位置付けはますます重要なものに
なってきています。そのため、大学コンソーシアムが担う
FD・SD は、大学単独で行うそれらとの間の有機的な接続
を図ることが求められます。そこで、本分科会では、これ
まで実施されてきた FD・SD の取組を検証するとともに、
今後大学コンソーシアムが担う大学間連携の強みを活かし
た FD・SD の在り方について議論を深めていきます。

● 報告者
杉原　  明�氏　�工学院大学�総合企画部長�

（大学コンソーシアム八王子ＦＤ・ＳＤ専門委員長）
宮原  秀明�氏　�大阪学院大学�大学事務長代理�

（大学コンソーシアム大阪�研修部会推進委員会�副委員長）
辻井  康孝�氏　�羽衣国際大学�事務局次長�

（南大阪地域大学コンソーシアム�FD・SD部会委員）
● コーディネーター
中村  雅司�氏　�大阪大谷大学�副学長�教授�

（南大阪地域大学コンソーシアム�FD・SD部会長）

第 3 分科会 ＜特定非営利活動法人  大学コンソーシアム大阪＞
10 年後の姿から見るキャリア教育の在り方 
～コロナ禍の新しい教育実践を未来に繋げる～

これまでのキャリア教育は就業体験をはじめ様々な形で進
められてきましたが、コロナ禍をきっかけにオンライン活
用など新たな可能性を広げることとなりました。このよう
な新しい局面を迎えた現代のキャリア教育を、10 年後の
教育のあるべき姿とどう繋げ、今後どのように進めいくべ
きかをともに考える機会とします。

● 報告者
木村  亮介�氏　�和歌山大学�クロスカル教育機構�

キャリアセンター�講師
伊藤  淳司�氏　�特定非営利活動法人�エティック��

ローカルイノベーション事業部�事業部長
● コーディネーター
大串  恵太�氏　�追手門学院大学�基盤教育機構�特任准教授�

キャリア開発センター�チーフコーディネーター

第 4 分科会 ＜全国大学コンソーシアム協議会  運営委員会＞
大学コンソーシアムの活動・組織の再考 
～ニューノーマル時代の大学・地域の発展のためのより良い連携の在り方と組織のかたちを考える～ 第 3 弾

今般のコロナ禍を受けて産官学プラットフォームである大
学コンソーシアムにおいても新たな連携の方策を模索する
動きが始まっています。そこで、この分科会ではこれまで
大学コンソーシアムが担ってきた役割を振り返りながら、
ニューノーマル時代に求められる役割やその存在価値につ
いて改めて問い直し、大学や地域にとって望まれる大学コ
ンソーシアムの在り方について共に考えていきたいと思い
ます。

● 報告者
田中  邦明�氏　北海道教育大学・名誉教授
伊勢戸  康�氏　�公益財団法人�大学コンソーシアム京都�事務局長
中水かおる�氏　�一般社団法人�大学コンソーシアムひょうご神戸��

統括コーディネーター
● コーディネーター
川野  祐二�氏　�エリザベト音楽大学�理事長・学長�

全国大学コンソーシアム協議会�代表幹事

第 2 分科会 ＜公益財団法人 大学コンソーシアム京都＞
大学コンソーシアム発のインターンシップ ～京都の事例から～

大学コンソーシアム京都のインターンシップ・プログラム
は「教育プログラム」として産官学が連携し 1998 年度に
開始しました。その実習プログラムや加盟校の最新事例を
紹介しつつ、インターンシップの現状と課題について多角
的に考えていきます。

● 報告者
川本  一範�氏　�京都市�総合企画局総合政策室�大学政策担当��

留学生支援・大学連携推進担当�課長
松本  翔伍�氏　�京都産業大学�共通教育推進機構�

（キャリア教育担当）
吉見  弓子�氏　�京都商工会議所�会員部�統括参事役
● コーディネーター
古川  秀夫�氏　�大学コンソーシアム京都��

インターンシップ・プログラム総合コーディネーター�
龍谷大学�国際学部�国際文化学科教授



全国大学コンソーシアム
研究交流フォーラム

参加申込のご案内

申 込 方 法

申込（先着順）
①  申込 URL から「メールアドレス確認フォーム」に

アクセスし、メールアドレスを登録してください。
②  登録したメールアドレスに「参加申込みフォー

ム」の URL が届きます。
③  メールに記載されている URL にアクセスし、申

込手続をしてください。
④  申込完了後、「申込み完了メール」が届きます。
※�申込手続が完了していない方は参加できませんのでご注
意ください。
※�申込み完了メールが届かない場合は、協議会事務局まで
お問い合わせください。
※�申込完了後の変更は、一切受け付けられません。
※�基調講演者、シンポジスト、コーディネーター、分科会
報告者の方は申込不要です。

申 込 期 間

2021年
　6月16日（水） 10：00～

 7月31日（土）

参 加 費

無料
※報告集希望者は、別途1,000円要

https://event.consortium.or.jp/entry/zenkoku18/
もしくは

「全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム」で検索

全国大学コンソーシアム協議会加盟組織について
全国大学コンソーシアム協議会加盟組織に属している
場合、申込の際に所属組織をご入力ください。ご所属
の機関が全国大学コンソーシアム協議会の加盟組織か
どうかについては、以下のページをご参照ください。

https://www.consortium.or.jp/project/
zenkoku-conso/office

もしくは
「全国大学コンソーシアム協議会加盟一覧」で検索

お問い合わせ先
全国大学コンソーシアム協議会事務局

（大学コンソーシアム京都内）

＜受付時間＞  火曜～土曜  9：00～17：00
TEL：075-353-9100

E-mail : alljapan-consortium@consortium.or.jp

申込先　URL アドレス

参加案内メールの受信
申込が完了したら、9月1日（水）以降に参加案内
メールが届きます。
※�9月8日（水）までにメールが届かない場合は、協議会事務
局までお問い合わせください。

当日参加
参加案内メールに記載の URL よりご参加ください。

報告集希望の方
①  申込手続完了後、郵送

で払込票が届きます。
②  最寄りのコンビニエン

スストアで報告集代を
お支払いください。

※�取扱可能店は払込票の裏面に
記載されています。なお、郵
便・ゆうちょ銀行などの金融
機関ではお支払いができませ
んのでご注意ください。

※�報告集代は印刷費や郵送費等
とするため、いかなる理由が
あっても返金等には応じられ
ませんのでご了承ください。

※�報告集代をお支払いいただい
ている場合は、欠席された方
にも後日送付いたします。

【支払締切】
8月12日（木）24：00まで

報告集不要の方


